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観光と運輸に関連する事業者が業種を超えて集まり、「和」の心を大切に、他の観
光関連団体などと連携して業界振興を図っています。観光シンポジウム、観光ス
ポットなどの視察会、部会員交流会など、お役立ちの楽しい催しを行っています
ので、ぜひご参加ください。

【観光・運輸部会の年間事業予定】
12月　核会員交流会
3月　部会員交流会　など

【お問合せ】
 観光・運輸部会事務局
（京都商工会議所  産業振興部）
T E L： 075-212-6453
E-mai l： sh inkou＠kyo .o r . j p

〈部 会 長〉 岩井  一路（株式会社ハトヤ観光　代表取締役社長）  
〈部会員数〉1321件（平成24年10月23日現在）

観 光・運 輸 部 会 の ご 紹 介

　
　京
都
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
歴
史
文
化
研
究
所
は
、研
究
者
、プ
ラ
ン

ナ
ー
、マ
ス
コ
ミ
O
B
、番
組
制
作
者
、放
送
作
家
、ラ
イ
タ
ー
な
ど
で
構

成
さ
れ
る
、京
都
の
歴
史
・
文
化
を
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
発
信
す
る

企
画
制
作
集
団
で
す
。代
表
の
丘
眞
奈
美
さ
ん
自
身
も
作
家
と
し
て『
京

都
魔
界
巡
礼
』や『
京
お
ん
な
に
学
ぶ
』『
京
都
の
ご
利
益
徹
底
ガ
イ
ド
』

な
ど
の
著
作
で
、京
都
の
魅
力
を
発
信
す
る
ほ
か
、本
所
京
都
検
定
講
習

会
の
企
画
・
講
師
と
し
て
も
参
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　平
成
21
年
に
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
集
団
を
立
ち
上
げ
た
の
は
、丘
さ
ん

が
放
送
局
勤
務
の
傍
ら
番
組
や
執
筆
、講
演
を
通
じ
歴
史
を
研
究
し
始

め
た
の
が
き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。「
祖
父
・
団
徳
麿
を
筆
頭
に
映
画
一
家

で
育
ち
、映
像
や
文
章
で
伝
え
る
仕
事
に
就
く
流
れ
に
な
っ
た
の
か
も
」

と
丘
さ
ん
。出
版
、番
組
・
映
像
、ウ
ェ
ブ
・
ア
プ
リ
、文
化
イ
ベ
ン
ト
・
セ
ミ

ナ
ー
、観
光
企
画
、京
都
ブ
ラ
ン
ド
開
発
、産
学
公
サ
ポ
ー
ト
な
ど
活
動

は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ「
八
重
の
桜
」の
放
映
を
機
に
人
づ
く
り
も

独
自
の
切
り
口
か
ら
京
都
の
魅
力
を
発
掘

京都検定講習会にも携わる丘さん（左）と岩井部会長

　日
本
人
の
精
神
文
化
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
京
都
に
、現
代
の
社
会
問
題
の

解
決
の
糸
口
が
あ
る
と
指
摘
す
る
丘
さ
ん
は
今
、若
者
を
対
象
に
し
た
勉
強

の
場
づ
く
り
を
構
想
中
で
す
。来
年
放
映
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ『
八
重
の

桜
』か
ら
、「
例
え
ば
女
性
を
対
象
に
し
た
京
女
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
塾
。生
活
文

化
を
支
え
て
き
た
女
性
の
視
点
か
ら
歴
史
文
化
を
学
び
合
え
れ
ば
、新
た
な

未
来
が
見
え
て
き
た
り
し
て
」と
語
り
な
が
ら
、「
観
光
現
地
講
座
や
観
光
企

画
、番
組
・
映
像
制
作
を
は
じ
め
、京
都
の
地
域
資
源
を
メ
デ
ィ
ア
出
身
者
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
企
画
発
信
す
る
の

が
私
達
の
特
徴
で
す
。今
後
も
多
く
の
皆
さ

ん
の
お
役
に
た
っ
て
い
き
た
い
」と
に
こ
や

か
に
意
気
込
み
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　岩
井
部
会
長
も「
京
都
の
魅
力
を
高
め
て

い
く
に
は
、人
と
文
化
な
ど
を
つ
な
ぎ
合
わ

せ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
が
大
切
」と
今
後

の
同
社
の
活
動
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　会員との“つながり”拡充を目的に、本所の12部会
の部会長が部会員の皆さまを訪問いたしております。
今回は、観光・運輸部会の岩井一路部会長が、（同）京都
ジャーナリズム歴史文化研究所を訪問し、丘眞奈美
代表にお話を伺いました。

京都の魅力を
コーディネートする

企画集団
合同会社

京都ジャーナリズム歴史文化研究所

こんに
ちは！

○○部
会です

こんに
ちは！

○○部
会です 部会長の部会員訪問
観光・運輸部会編

京都に関連する執筆活動にも熱心に取り組む。

（同）


